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《
理　
事
》

﹁
県
身
連 

新
役
員
に
就
任
し
て
一
言
﹂

□ 県身連新役員に就任して一言
□ 第 18 回全国障害者スポーツ大会派遣選手決まる
□ 小さな町みうら（三浦市）
□ 愛川町身体障害者福祉協会の活動（愛川町）
□ 高尾山登山報告
□ 第 10 回神奈川県障害者文化・芸術祭案内

□ さんぽみち（相模原市）
□ みんなの広場（二宮町）
□ 「身障かながわ」編集委員に就任して一言
□ 県身連事業予定（10 月～１月）
□ 編集室から
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《
理　
事
》

【
会
　
長
】 

戸と

い

だ
井
田 

愛あ
い
こ子

（
茅
ヶ
崎
市
）

　

理
事
を
受
け
て
九
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

団
体
の
皆
様
に
対
し
て
の
配
慮
が
出
来
て

い
た
だ
ろ
う
か
と
反
省
す
る
こ
と
ば
か
り
。

　

高
齢
と
な
り
身
体
の
動
き
も
鈍
く
、
今

は
心
の
葛
藤
と
戦
っ
て
い
ま
す
が
私
は
悩

む
だ
け
悩
む
と
後
は
ケ
ー
セ
ラ
ー
セ
ラ
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

役
員
改
選
に
伴
い
、
新
理
事
並
び
に
監
事
の
ご
紹
介

と
と
も
に
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【
副
会
長
】 

小こ
い
で出 

庄し
ょ
う
さ
く
作
（
相
模
原
市
）

　

今
期
も
副
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
県
身
連
の
円
滑
な
事

業
運
営
に
役
員
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
や

っ
て
い
き
ま
す
。

【
副
会
長
】 

鈴す
ず
き木 
孝た
か
ゆ
き幸

（
座
間
市
）

　

法
人
活
動
が
活
性
化
す
る
よ
う
、
事
務

局
と
両
輪
で
進
め
し
っ
か
り
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
副
会
長
】 

渡わ
た
な
べ邊 

千ち
し
ろ城

（
平
塚
市
）

　

三
期
目
の
理
事
に
な
り
ま
し
た
。
共
生

社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て
、
障
害
者
に
対

す
る
理
解
の
促
進
を
推
進
し
て
行
き
た
い
。

【
常
務
理
事
】 

渋し
ぶ
や谷 

寿ひ
さ
と人

（
海
老
名
市
）

　

２
０
２
０
の
オ
リ
・
パ
ラ
に
向
け
、ス
ポ
ー

ツ
協
会
の
設
立
な
ど
県
身
連
の
大
き
な
変
換

期
を
迎
え
ま
す
。
会
員
各
位
と
協
力
し
て
会

の
円
滑
な
運
営
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴す
ず
き木 

英ひ
で
お雄

（
横
須
賀
市
）

　

理
事
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
が
、
八
十
路

に
差
し
、
体
力
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

役
目
が
果
た
せ
る
よ
う
自
身
の
健
康
に
も

気
を
つ
け
た
い
。

西に
し
か
わ川 

和か
ず
お朗

（
綾
瀬
市
）

　

昨
年
度
ま
で
監
事
を
務
め
て
お
り
、
今

年
度
よ
り
理
事
に
就
任
致
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

相あ
い
は
ら原 

貞さ
だ
お雄

（
平
塚
市
）

　

連
合
会
で
、
私
が
お
役
に
立
て
ば
と
思

い
つ
つ
理
事
を
任
期
ま
で
務
め
あ
げ
よ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

遠え
ん
ど
う藤 

伸し
ん
い
ち一

（
開
成
町
）

　

障
害
者
に
対
す
る
差
別
解
消
へ
の
理
解

と
合
理
的
配
慮
の
提
供
拡
大
に
向
け
て
、

当
事
者
と
し
て
し
っ
か
り
声
を
あ
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中な
か
や
ま山 
孝た
か
ひ
こ彦

（
秦
野
市
）

　

神
奈
川
県
身
体
障
害
者
連
合
会
の
加
盟

団
体
の
皆
様
、
今
年
度
も
県
身
連
の
理
事

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
少

し
で
も
会
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小こ
だ
ま玉 

か
お
る
（
小
田
原
市
）

　

県
身
連
の
事
業
に
関
わ
り
ま
し
て
、
障
害

者
が
参
加
で
き
る
場
所
や
、
体
を
動
か
す
機

会
が
あ
る
事
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。今
後
二
年
間
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

河か
わ
は
ら原 

雅ま
さ
ひ
ろ浩

（
二
宮
町
）

　

引
き
続
き
理
事
に
な
り
ま
し
た
。
差
別

の
な
い
神
奈
川
を
目
指
し
て
、
微
力
で
す

が
頑
張
り
ま
す
。

村む
ら
や
ま山 

勲い
さ
お（

海
老
名
市
）

　

今
期
は
二
期
目
と
な
り
、
活
動
は
未
熟

で
す
が
、
聴
覚
部
と
し
て
頑
張
り
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今い
ま
ふ
く福 

秀ひ
で
お雄

（
海
老
名
市
）

　

こ
の
度
、
監
事
と
い
う
重
責
を
拝
命
さ

れ
ま
し
て
、
こ
の
職
責
を
重
く
受
け
と
め

て
お
り
ま
す
。
財
産
及
び
理
事
様
の
業
務

執
行
を
監
査
す
る
機
関
と
の
こ
と
で
す
。

し
っ
か
り
と
、
責
務
を
遂
行
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

開か
い
ぬ
ま沼 

ク
ミ
子こ

（
厚
木
市
）

　

こ
の
度
、
県
身
連
の
監
事
と
言
う
大
役

を
仰
せ
つ
か
り
不
慣
れ
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
し
っ
か
り
と
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

《
監　
事
》
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神
奈
川
県
派
遣
選
手

名前（ヨミ） 市 町 村 区分

三嶋真千子（ミシマ　マチコ） 鎌 倉 肢 体

阿部　博敏（アベ　ヒロトシ） 藤 沢 聴 覚

佐々木啓介（ササキ　ケイスケ） 藤 沢 肢 体

鈴木　祐二（スズキ　ユウジ） 秦 野 肢 体

奥田　早苗（オクダ　サナエ） 厚 木 肢 体

小渕　和宏（オブチ　カズヒロ） 厚 木 肢 体

町田　和広（マチダ　カズヒロ） 大 和 視 覚

坂田けんじウィルソン（サカタ ケンジ ウィルソン） 伊 勢 原 肢 体

野口　英二（ノグチ　エイジ） 伊 勢 原 肢 体

【陸上競技】

【ボウリング競技（知的）】

＜身体障害者競技選手＞ ＜知的障害者競技選手＞

第１８回全国障害者スポーツ大会

　　　「福井しあわせ元気大会」派遣選手決まる！

【水泳競技】
若狭　芳生（ワカサ　ヨシオ） 鎌 倉 視 覚

南條　莉久（ナンジョウ　リク） 伊 勢 原 肢 体

【卓球・STT】
渡邊登美代（ワタナベ　トミヨ） 横 須 賀 肢 体

佐藤　秀夫（サトウ　ヒデオ） 秦 　 野 肢 体

内藤　則義（ナイトウ　ノリヨシ） 大 　 和 肢 体

飯野　定良（イイノ　サダヨシ） 海 老 名 視 覚

【フライングディスク競技】
狩野　弘子（カリノ　ヒロコ） 横 須 賀 聴 覚

松岡　憲二（マツオカ　ケンジ） 横 須 賀 肢 体

高橋　光義（タカハシ　ミツヨシ） 平 　 塚 聴 覚

古川　久子（フルカワ　ヒサコ） 寒 　 川 肢 体

【アーチェリー競技（身体）】
小菅　　晃（コスゲ　アキラ） 厚 　 木 肢 体

【陸上競技】
名前（ヨミ） 市 町 村

髙張　絢斗（タカハリ　アヤト） 横 須 賀

池端　優衣（イケハタ　ユイ） 平 　 塚

山田　優喜（ヤマダ　ユウキ） 平 　 塚

畑木　美乃（ハタキ　ヨシノ） 藤 　 沢

梅若　　舞（ウメワカ　マイ） 小 田 原

飯塚　妃菜（イイヅカ　ヒナ） 秦 　 野

田中　義信（タナカ　ヨシノブ） 秦 　 野

東海林　昇（トウカイリン　ノボル） 秦 　 野

青谷　幸汰（アオヤ　コウタ） 伊 勢 原

佐藤　　達（サトウ　イタル） 伊 勢 原

【水泳競技】
髙橋　佐知（タカハシ　サチ） 藤 　 沢

早川　雅人（ハヤカワ　マサト） 秦 　 野

中村　優太（ナカムラ　ユウタ） 伊 勢 原

伏見　美江（フシミ　ヨシエ） 伊 勢 原

【卓球・STT】
福田　泰志（フクダ　ヤスシ） 平 　 塚

戸田　　茜（トダ　アカネ） 秦 　 野

武田　法志（タケダ　ノリユキ） 伊 勢 原

【フライングディスク競技】
髙野　久夫（タカノ　ヒサオ） 茅 ヶ 崎

山崎　若菜（ヤマサキ　ワカナ） 茅 ヶ 崎

福田　良昭（フクダ　ヨシアキ） 伊 勢 原

金野　　樹（キンノ　タツキ） 藤 　 沢

杉本和香奈（スギモト　ワカナ） 藤 　 沢

【陸上競技】
名前（ヨミ） 市 町 村 区分

石川　金徳（イシカワ　カネノリ） 相 模 原 肢 体

中山　明義（ナカヤマ　アキヨシ） 相 模 原 視 覚

葭岡栄美子（ヨシオカ　エミコ） 相 模 原 聴 覚

【卓球・STT】
須永　敏之（スナガ　トシユキ） 相 模 原 肢 体

【フライングディスク競技】
吉田　榮子（ヨシダ　エイコ） 相 模 原 肢 体

山本　嘉則（ヤマモト　ヨシノリ） 相 模 原 聴 覚

今　　尚人（コン　ナオト） 相 模 原 肢 体

【陸上競技】
名前（ヨミ） 市 町 村

菅野　怜央（スガノ　レオ） 相 模 原

横谷　好彦（ヨコヤ　ヨシヒコ） 相 模 原

池田　悠実（イケダ　ユミ） 相 模 原

佐藤　友愉（サトウ　ユウユ） 相 模 原

新山　英太（ニイヤマ　エイタ） 相 模 原

田代　孝太（タシロ　コウタ） 相 模 原

【水泳競技】
藤井　悠太（フジイ　ユウタ） 相 模 原

保田　健二（ヤスダ　ケンジ） 相 模 原

【卓球・STT】
津田　　輝（ツダ　アキラ） 相 模 原

相
模
原
市
派
遣
選
手

＜身体障害者競技選手＞ ＜知的障害者競技選手＞
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三
浦
市
　
小こ

ま

き牧
　
喜き

み

こ

美
子

　

三
浦
市
は
昭
和
の
時
代
、
マ
グ
ロ
漁

港
で
栄
え
活
気
あ
る
町
で
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
は
マ
グ
ロ
船
の
姿
も

何
処
へ
街
並
み
は
淋
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
父
親
の
影
響
で
徳
島
県
か
ら
三

浦
市
に
住
み
六
十
年
余
り
、
今

で
は
風
光
明
媚
な
第
二
の
故
郷

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
県
身
連
肢
体
女
性

部
等
で
箱
根
に
﹁
大
文
字
荘
﹂

が
在
り
し
日
、
私
は
片
道
五
～

六
回
バ
ス
・
電
車
を
乗
り
継
い

で
皆
さ
ん
と
お
逢
い
す
る
楽
し

み
で
頑
張
っ
て
参
加
し
て
い
た
頃
が
懐

か
し
い
。
現
在
の
﹁
潮
風
館
﹂
に
な
り

高
齢
化
と
共
に
参
加
出
来
ず
淋
し
い
限

り
で
す
。

　

今
は
、
県
身
連
主
催
の
﹁
ス
ポ
ー
ツ

大
会
﹂﹁
高
尾
山
﹂﹁
福
祉
大
会
﹂
等
の

行
事
の
際
に
昔
の
仲
間
と
の
再
会
が
楽

し
み
で
す
。
現
在
、
県
身
連
会
長
の
お

立
場
で
ご
活
躍
の
戸
井
田
愛
子
氏
に
お

逢
い
す
る
際
に
懐
か
し
さ
と
共
に
頭
が

下
が
る
思
い
で
す
。

　

さ
て
、
三
浦
市
は
経
済
的
に
も
非
常

に
厳
し
い
街
で
す
。

　

し
か
し
、
最
近
、

明
る
い
話
題
も
⋮
。

そ
れ
は
﹁
マ
グ
ロ
切

符
﹂
を
京
浜
急
行
が

三
浦
の
町
興
し
の
為
に
行
い
、
東
京
・

横
浜
方
面
か
ら
三
浦
海
岸
や
三
崎
港
に

大
勢
の
観
光
客
が
来
ら
れ
賑
わ

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
﹁
マ
グ
ロ

切
符
﹂
は
東
京
・
横
浜
方
面
の

京
浜
急
行
駅
で
求
め
ら
れ
、
電

車
・
バ
ス
が
乗
り
放
題
と
か
。

土
・
日
曜
辺
り
は
三
崎
口
駅
に

観
光
客
が
溢
れ
て
吃
驚
し
ま
し

た
。﹁
マ
グ
ロ
切
符
﹂
で
三
浦

を
観
光
し
、
更
に
グ
ル
メ
を
求

め
、
三
崎
口
駅
の
バ
ス
停
は
三

崎
港
・
城
个
島
・
油
壷
方
面
行
き
に
人

が
溢
れ
て
い
て
吃
驚
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
電
車
・
バ
ス
は
一
日
乗
り
放

題
で
昼
食
～
お
土
産
付
き
と
か
三
浦
市

は
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
三
浦
在
宅
の
私

達
も
参
加
し
て
み
た
い
気

分
に
な
り
ま
す
が
、
さ
て

切
符
は
何
処
で
求
め
れ
ば

⋮
（
笑
）

　

皆
様
も
是
非
体
験
さ
れ

て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

愛
川
町
　
佐さ

が

わ川
　
福ふ
く
ぞ
う蔵

　

久
し
ぶ
り
に
十
二
年
前
に
発
行
さ
れ

た
身
障
協
会
の
﹁
創
立
五
十
周
年
記
念

誌
﹂
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
ま
し
た
。
平

成
十
二
年
四
月
よ
り
町
か
ら
事
務
局
、

会
計
業
務
が
移
管
さ
れ
、
協
会
は
自
主

運
営
の
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
会
員
数
は
三
百
四
十
名
で
か
い

ち
ょ
う
を
中
心
に
内
外
に
活
発
な
活
動

を
展
開
し
、
県
身
連
主
催
の
各
種
ス
ポ

ー
ツ
大
会
に
も
毎
年
チ
ー
ム
を
編
成
し

て
参
加
し
て
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

協
会
内
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
活
発
で
教
養

カ
ラ
オ
ケ
部
、
大
正
琴
ク
ラ
ブ
、
囲
碁

ク
ラ
ブ
、
卓
球
部
、
水
泳
部
、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
部
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部

な
ど
で
会
員
同
士
の
交
流
と
親
睦
を
深

め
て
き
ま
し
た
。
特
に
障
害
者
の
集
う

場
所
・
働
く
場
所
と
し
て
、
身
障
協
会

の
特
別
事
業
と
し
て
資
金
を
出
し
、
寄

付
を
募
り
、
大
勢
の
方
々
の
協
力
を
得

て
地
域
作
業
所
﹁
あ
い
か
わ
工
房
﹂
を

平
成
十
五
年
四
月
に
正
式
に
オ
ー
プ
ン

さ
せ
ま
し
た
。
協
会
と
し
て
大
事
業
を

成
し
遂
げ
た
喜
び
は
感
慨
無
量
の
も
の

で
し
た
。
現
在
あ
い
か
わ
公
房
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
化
さ
れ
三
障
害
者
の
作
業
所
と

し
て
大
き
く
発
展
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
年
二
回
発
行
の
会
報
﹁
身
障
あ
い

か
わ
﹂
も
第
六
十
四
号
を
発
行
し
ま
し

た
。
こ
の
会
報
も
第
三
十
三
号
よ
り
自

主
編
集
、
コ
ピ
ー
機
で
印
刷
を
始
め
ま

し
た
。
紙
面
も
第
四
十
六
号
よ
り
全
面

カ
ラ
ー
印
刷
に
し
て
鮮
明
で
カ
ラ
フ
ル

な
紙
面
で
会
員
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
愛
川
町
委
託
の
﹁
身
体
障
害

者
激
励
慰
安
会
﹂
の
バ
ス
旅
行
が
十
月

四
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
初
め
て

東
京
湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
し
な
が
ら
の
食

事
、
そ
の
あ
と
江
戸
東
京
博
物
館
を
巡

り
ま
す
。
ま
た
、
三
十
年
以
上
活
動
し
て

い
る
教
養
カ
ラ
オ
ケ
部
は
毎
月
原
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
導
入
さ
れ

た
通
信
カ
ラ
オ
ケ
で
新
曲
も
覚
え
て
和

気
あ
い
あ
い
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
リ
ハ

ビ
リ
旅
行
ク
ラ
ブ
も
春
と
秋
に
県
の
福

祉
バ
ス
を
利
用
し
て
伊
豆
・
箱
根
や
関
東

近
辺
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
夫
婦
で
参

加
さ
れ
る
方
も
多
く
、
毎
回
満
員
の
盛

況
で
バ
ス
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
協
会
も
高
齢
化
が
進
み
、

死
亡
や
退
会
、
子
供
の
所
へ
転
居
さ
れ

る
方
、
施
設
入
所
な
ど
で
会
員
減
少
し

て
現
在
百
三
十
名
の
会
員
と
な
っ
て
い

ま
す
。
新
規
会
員
募
集
も
個
人
情
報
守

秘
の
壁
で
行
き
詰
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
だ
と
協
会
の
活
動
も
行
き
詰
ま
り

を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

協
会
の
活
性
化
の
た
め
、
い
い
知
恵

が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 ﹁
小
さ
な
町
・
み
う
ら
﹂

 

愛
川
町
身
体
障
害
者

　 

　
福
祉
協
会
の
活
動

市町村のページ

は
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
三
浦
在
宅
の
私
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高
尾
山
登
山
報
告

第
十
回 

神
奈
川
県
障
害
者

　
　
　
　
文
化
・
芸
術
祭

　
　

県
身
連
　
城
じ
ょ
う
じ
ゅ
う
重
　
隼は
や
と人

　

去
る
七
月
十
二
日
（
木
）、
高
尾
山

登
山
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
例
年
行

っ
て
い
る
富
士
登
山
は
、
観
光
バ
ス
の

運
行
規
程
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、
賃
料

の
大
幅
な
値
上
げ
に
よ
り
実
施
が
困
難

と
な
っ
た
た
め
、
比
較
的
近
い
場
所
で

検
討
を
進
め
、
下
見
な
ど
も
行
っ
た
結

果
、
高
尾
山
に
変
更
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
、
バ
ス
四
台
の
百
四
十

名
程
度
の
参
加
者
を
見
込
ん
で

お
り
ま
し
た
が
、
目
新
し
い
こ

と
も
あ
っ
た
の
か
、
約
百
九
十

名
の
参
加
申
込
が
あ
り
、
バ
ス

を
五
台
に
増
や
し
、
県
内
各
地

か
ら
高
尾
山
に
向
け
て
出
発
し

ま
し
た
。
高
尾
山
入
口
近
く
に

あ
る
高
尾
山
自
動
車
祈
祷
殿
駐
車
場
に

バ
ス
五
台
が
集
合
す
る
予
定
で
し
た

が
、
道
路
事
情
に
よ
り
、
最
後
の
バ
ス

が
到
着
し
た
の
が
、
三
〇
分
遅
れ
の

十
一
時
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す

べ
て
の
参
加
者
が
集
合
し
た
後
、
駐
車

場
内
で
開
会
式
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
高

尾
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
清
滝
駅
ま
で
徒

歩
で
向
い
、
三
回
に
分
け
て
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
に
乗
車
し
て
高
尾
山
駅
に
到
着
し

ま
し
た
。
予
定
の
時
間
か
ら
大
幅
に
遅

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
お
昼
の

時
間
を
少
し
過
ぎ
て
し
ま
い
、
最
初
に

到
着
し
た
参
加
者
の
方
に
は
お
弁
当
を

食
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
全

員
が
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、
目
標
地
点
で

あ
る
薬
王
院
を
目
指
し
て
登
山
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

高
尾
山
は
難
易
度
に
よ
っ
て
コ
ー
ス

が
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
初
め

て
の
場
所
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
比
較

的
緩
や
か
な
コ
ー
ス
を
歩
き
、
頂
上
ま

で
は
行
か
ず
に
薬
王
院
で
引
き
返
す
行

程
と
し
ま
し
た
。
十
三
時
三
十
分
に
高

尾
山
駅
に

再
び
集
合

し
て
、
ケ

ー
ブ
ル
カ

ー
で
清
滝

駅
ま
で
下

山
し
、
参

加
者
が
お

土
産
を
買

う
時
間
を

少
し
と
り
、

十
四
時
二

十
分
に
バ

ス
の
駐
車

し
て
あ
る

高
尾
山
自

動
車
祈
祷

殿
ま
で
徒

歩
で
向
か

い
ま
し
た
。

駐
車
場
に

到
着
後
、
参
加
者
の
揃
っ
た
バ
ス
か
ら

順
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
登
山
終

了
ま
で
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
し

た
が
、
帰
り
道
の
車
中
で
は
途
中
豪
雨

の
所
も
あ
り
、
登
山
中
で
は
な
く
て
良

か
っ
た
と
バ
ス
の
中
で
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

今
回
、
バ
ス
の
乗
車
人
数
の
関
係
か

ら
参
加
人
数
を
調
整
し
て
い
た
だ
い
た

団
体
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
来
年
も
高

尾
山
登
山
を
実
施
で
き
る
よ
う
進
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
参
加
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

登
山
実
施
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
方
、

看
護
師
の
方
、
手
話
通
訳
の
方
な
ど
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
文
化
・
芸
術
祭
は
、
十
二

月
十
五
日
～
十
六
日
に
か
け
て
、
相
模

原
市
立
あ
じ
さ
い
会
館
に
て
開
催
い
た

し
ま
す
。
こ
の
文
化
・
芸
術
祭
は
、
障

害
者
が
地
域
で
活
動
し
て
い
る
音
楽
・

ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表
と
書
道
・
写
真
・

絵
画
・
手
芸
な
ど
の
展
示
を
し
て
い
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
活
動
し
て
い
る
障
害

者
の
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

皆
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
会
場
】

　
相
模
原
市
立
あ
じ
さ
い
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ル
・
展
示
室

　
相
模
原
市
中
央
区
富
士
見
六
―
一
―
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
※
入
場
は
無
料
で
す

【
日
時
】　

　
十
二
月
十
五
日（
土
）

　
　
展
示
室
　
十
時
か
ら
十
六
時

　
十
二
月
十
六
日（
日
）

　
　
展
示
室
　
十
時
か
ら
十
五
時

　
　
ホ
ー
ル
　
十
時
か
ら
十
六
時

　
出
演
・
出
展
等
に
関
す
る
問
合
せ
は
、

神
奈
川
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

《
推
進
セ
ン
タ
ー
事
務
局
》

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
五
（
三
一
一
）
八
七
四
四

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
五
（
三
一
六 

）
六
八
六
〇

事業案内・報告
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相
模
原
市
　
土つ
ち
や屋

　
和か
ず
よ代

　

私
の
住
ん
で
い
る
相
模
原
市
は
神
奈

川
県
の
最
北
部
に
位
置
し
山
梨
県
と
東

京
都
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

中
央
区
か
ら
南
区
の
南
部
は
商
業
都

市
の
街
並
み
が
多
い
の
で
す
が
、
緑
区

の
北
部
は
相
模
湖
、
津
久
井
湖
、
宮
が

瀬
湖
も
一
部
は
緑
区
に
な
り
水
と
緑
の

都
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。
山
や
湖
な
ど

自
然
に
恵
ま
れ
た
相
模
原
市
で
す
が
、

今
回
は
私
の
地
元
近
く
の
大
野
台
地
域

に
あ
る
﹁
相
模
原
中
央
緑
地
・
こ
も
れ

び
の
森
﹂を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

JR
古
淵
駅
か
ら
徒
歩
約
二
〇
分
程
、
バ

ス
の
便
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
﹁
こ
も
れ

び
の
森
﹂
は
私
有
地
と
民
有
地
が
殆
ど

で
、
市
で
は
民
有
地
を
無
償
で
借
り
受

け
、森
の
管
理
と
保
全
を
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
下
刈
り

や
落
ち
葉
か
き
な
ど
、
地
元
住
民
も
協

力
し
て
森
を
守
り
育
て
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
よ
う
な
散
策
路
や
広
々
と
し

た
芝
生
広
場
も
あ
り
、
平
坦
な
道
な

の
で
お
年
寄
り
か
ら
小
さ
な
お
子
さ
ん

ま
で
森
林
浴
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
近
隣
の
小
学
校
の
児
童
や
幼
稚
園

の
園
児
た
ち
の
課
外
活
動
と
し
て
も
利

用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
森
の
主
な

木
々
は
ク
ヌ
ギ
や
ナ
ラ
の
落
葉
樹
が
多

く
、
春
と
も
な
れ
ば
林
全
体
は
新
緑
の

息
吹
一
色
と
な
り
、
そ
の
力
強
い
生
命

力
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

お
近
く
に
来
ら
れ
ま
し
た
ら
是
非
と

も
、
こ
の
﹁
こ
も
れ
び
の
森
﹂
を
訪
ね

て
み
て
く
だ
さ
い
。
都
会
の
喧
騒
を
忘

れ
、
自
然
と
一
体
に
な
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

二
宮
町
　
相あ
い
は
ら原

　
み
ど
り

　

今
か
ら
二
十
二
年
前
、
仕
事
中
の
事

故
で
右
手
中
指
切
断
、
そ
し
て
十
二
年

前
に
元
夫
の
暴
力
で
脳
内
出
血
に
な
り

右
麻
痺
半
身
不
随
、
障
害
者
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
実
家
に
戻
り
車
椅
子

で
散
歩
中
に
前
会
長
さ
ん
に
声
を
か
け

ら
れ
、
今
度
新
年
会
が
あ
る
の
で
見
学

に
来
ま
せ
ん
か
と
お
誘
い
が
あ
り
、
母

と
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、

五
月
に
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
あ
る
の

で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
と
言
わ
れ
、

車
椅
子
五
十
メ
ー
ト
ル
走
に
参
加
し
、

大
会
新
記
録
を
出
し
、
金
メ
ダ
ル
を
三

年
連
続
頂
き
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
も

二
年
連
続
頂
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
大

会
だ
か
ら
車
椅
子
で
軽
く
走
れ
ば
良
い

と
思
い
真
剣
に
走
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

町
か
ら
電
話
が
あ
り
、﹁
国
体
ス
ポ
ー

ツ
大
会
派
遣
選
手
と
し
て
参
加
し
ま
す

か
﹂
と
声
か
け
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一

年
目
、
二
年
目
も
不
採
用
。
そ
し
て
三

年
目
に
ま
さ
か
の
国
体
派
遣
選
手
に
選

ば
れ
、強
化
練
習
は
超
ハ
ー
ド
で
し
た
。

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
長
崎
か
ん

ば
ら
ん
ば
大
会
に
参
加
。
そ
し
て
車
椅

子
五
十
メ
ー
ト
ル
で
金
メ
ダ
ル
。
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
も
金
メ
ダ
ル
。
五
十
歳

か
ら
私
の
人
生
百
八
十
度
代
わ
り
、
と

て
も
運
動
音
痴
の
私
が
メ
ダ
ル
を
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
、
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
コ
ー
チ
の
方
々
の
ご
指
導
に
よ
る

強
化
練
習
の
お
陰
で
良
い
結
果
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
練
習
よ
り
少
し
悪
い
結
果

で
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
、
各
役
員
様
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
自
慢
。
六
年
間
で
金
メ

ダ
ル
十
二
個
と
初
参
加
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
で
銀
メ
ダ
ル
一
個
獲
得
し
、
四

年
前
の
長
崎
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
金
メ
ダ

ル
二
個
。
全
部
で
金
メ
ダ
ル
十
四
個
・

銀
メ
ダ
ル
一
個
で
す
。
三
十
年
度
は
体

調
不
良
で
不
参
加
で
し
た
が
、
二
宮
町

は
金
メ
ダ
ル
三
個
、
銀
メ
ダ
ル
二
個
、

銅
メ
ダ
ル
二
個
獲
得
し
て
き
ま
し
た
。

二
宮
も
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
一
水
曜
日
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

の
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
肢
体
だ

け
で
す
が
、
今
後
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
が
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
競
技
の
種
目
に
入
り
ま

す
。
今
か
ら
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
フ
ァ
イ
ト
一
発
。

 
﹁
こ
も
れ
び
の
森
﹂
相
模
原
市

 

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
と
の
出
会
い

（
相
模
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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今
年
は
台
風
の
当
た
り
年
で
、
こ
れ

を
書
い
て
い
る
時
も
台
風
二
十
一
号
が

近
畿
、
四
国
を
通
っ
て
い
ま
す
。
台
風

だ
け
で
は
な
く
、
西
日
本
豪
雨
な
ど
の

豪
雨
も
た
び
た
び
発
生
し
、
日
本
各
地

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

災
害
が
起
き
る
た
び
に
、
被
災
地
に

住
ん
で
い
る
障
害
者
の
こ
と
が
気
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て

も
、
高
齢
者
や
子
供
の
様
子
は
報
道
さ

れ
ま
す
が
、
障
害
者
の
様
子
は
ほ
と
ん

ど
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
報
道
さ
れ
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
で
は
、
一
般
の
人
た
ち
は
災
害

時
に
お
け
る
障
害
者
の
様
子
や
困
っ
て

い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
災

害
が
起
き
た
時
に
障
害
者
の
こ
と
を
考

え
て
行
動
し
、
支
援
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ス

コ
ミ
に
は
も
っ
と
災
害
時
の
障
害
者
の

様
子
を
報
道
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

編
集
委
員
　
　
　
　

河か
わ
は
ら原

　
雅ま
さ
ひ
ろ浩

（
二
宮
町
）

﹁
身
障
か
な
が
わ
﹂
編
集
委
員
に
就
任
し
て
一
言

県身連事業予定

編
集
室
か
ら

＜１０月＞
１日（月）
　～２日（火）
13 日（土）
　～ 15 日（月）
14 日（日）

18 日（木）　

21 日（日）　

22 日（月）
　～ 23 日（火）
24 日（水）
25 日（木）

27 日（土）
27 日（土）
　～ 28 日（日）

＜１１月＞
1 日（木）
　～ 2 日（金）
4 日（日）
9 日（金）

11 日（日）

12 日（月）

18 日（日）

25 日（日）

29 日（木）

30 日（金）

＜１２月＞
１日（土）
８日（土）
　～ 09 日（日）
９日（日）
15日（土）
　～ 16 日（日）
21 日（金）

23 日（日）

＜１月＞
10 日（木）
13 日（日）
22 日（火）
26 日（土）
　～ 27 日（日）

※問い合わせ　電話：045－311－8736
　　　　　　　　　　　045－311－8744

　　　　　　　　　　　　　 [推進センター]
　　　　　　　　 FAX：045－316－6860

　　     http://kanagawa-kenshinren.or.jp/

肢体部会　社会見学　　　　　　（福島県）

第18回（全国障害者スポーツ大会（福井県）

視力部会ブロック懇談会
　AM西部地区（小田原市民活動センター）
　 PM県央地区（大和市保健福祉センター）
障害ってなんだろう？講習会

（大野台中央小学校）
視力部会湘南地区ブロック懇談会

 （平塚市市民活動センター）
肢体部会　研修会　　　　　（伊豆潮風館）

身障かながわ編集委員会（県社会福祉会館）
社会参加推進協議会　　（県社会福祉会館）
理解促進部会　　　　　（県社会福祉会館）
肢体部会　歩こう会（よこはまズーラシア）
県障害者スポーツサポーター養成講習会

（神奈川県立スポーツ会館）

日身連関東甲信越静ブロック代表者会議
（箱根富士屋ホテル）

バリアフリーフェスタ神奈川2018（横浜そごう）
障害ってなんだろう？講習会

（相模女子大学中等部）
視力部会女性部学習会

（横須賀市総合福祉会館）
障害ってなんだろう？講習会

（二俣川看護福祉高校）
第63回神奈川県身体障害者福祉大会

（南足柄市文化会館）
視力部会職業部研修会　　（平塚福祉会館）

肢体部会女性部　野外活動　　（東京方面）

県精神障害者スポーツ大会バレーボール競技会
（大和スポーツセンター）

肢体部会青年部クリスマスの集い（海老名市）
県障害者スポーツサポーター養成講習会

（平塚総合体育館）
視力部東部地区ブロック懇談会　（鎌倉市）
障害者文化・芸術祭（相模原市立あじさい会館）

県精神障害者スポーツ大会ボウリング競技会
（湘南とうきゅうボウル）

視力青年部ボウリング大会･交流会（平塚市）

障害ってなんだろう？講習会（二宮町役場）
第２回視力部団体長会議 （綾瀬市福祉会館）
肢体部会女性部　研修会　（藤沢市民会館）
県障害者スポーツサポーター養成講習会

 （小田原アリーナ）

この会報は、赤い羽根共

同募金の配分を受けて発

行しています。

【
編
集
委
員
長
】 

視
力
部 
新あ
ら
い井 
修お
さ
み身

　

編
集
委
員
長
の
新
井
で
す
。
最
新
の
情

報
・
身
近
な
地
域
の
話
題
な
ど
会
員
の
皆

様
に
親
し
ま
れ
る
会
報
作
り
を
心
掛
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す

【
副
編
集
委
員
長
】 

第
三
ブ
ロ
ッ
ク 

種た
ね
だ田 

多た

か

こ
化
子

　

湘
南
東
部
圏
域
か
ら
、
再
度
就
任
致
し

ま
し
た
。
障
が
い
者
の
情
報
や
思
い
を
明

る
く
発
信
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

第
五
ブ
ロ
ッ
ク（
開
成
町
）  

遠え
ん
ど
う藤 

伸し
ん
い
ち一

　

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
を
抱
え
日
常
の
生
活

を
送
り
な
が
ら
、
し
っ
か
り
生
き
抜
い
て

い
る
会
員
の
姿
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

聴
覚
部  

河か
わ
は
ら原 

雅ま
さ
ひ
ろ浩

　

引
き
続
き
編
集
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

読
み
や
す
く
て
親
し
み
や
す
い
紙
面
づ
く

り
に
頑
張
り
ま
す
。

第
六
ブ
ロ
ッ
ク（
相
模
原
市
）  

吉よ
し
は
ら原 

君き
み
こ子

　

皆
様
に
支
え
て
頂
き
、
ま
た
編
集
委
員

を
続
け
る
事
に
成
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

肢
体
部  

相あ
い
は
ら原 

み
ど
り

　

二
期
目
に
な
り
ま
す
。
初
め
は
何
が
な
ん

だ
か
解
ら
ず
出
発
し
ま
し
た
が
、
先
輩
方
の

ご
指
導
が
あ
り
編
集
委
員
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
七
月
、
編
集
委
員
改
選
に
よ
り
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
﹁
身
障
か
な
が
わ
﹂

を
編
集
し
て
参
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
新
委
員
の
ご
紹
介
と
と
も
に一言
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

第
四
ブ
ロ
ッ
ク（
伊
勢
原
市
）  

溝み
ぞ
ろ
き
呂
木 

國く
に
と
し俊

　

前
任
者
に
代
わ
り
、私
が
担
当
さ
せ
て
戴
く

事
に
な
り
ま
し
た
。身
障
協
会
在
籍
は
五
年
で

す
。
不
慣
れ
で
す
が
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
一
ブ
ロ
ッ
ク（
横
須
賀
市
）  

鈴す
ず
き木 

英ひ
で
お雄

　

一
期
半
、
四
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
マ

ン
ネ
リ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
楽
し
い
情
報

等
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
二
ブ
ロ
ッ
ク（
海
老
名
市
）  

田た
ば
た畑 

ふ
み
子こ

　

今
回
も
編
集
委
員
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。


